
ガーデンカフェ 【やっちゃんち】 オープン 

 昭和区八事・興正寺の北の閑静な住宅街に６月 8 日地域交流サロンガーデンカフェ

『やっちゃんち』がオープンしました！ 

 聖霊病院で 40 年以上看護師を勤めた森川さんが３月末で退職し、愛娘のやっちゃん

と店を切り盛りしています。設備の関係で食べ物の提供はありません（持ちこみＯＫ）。

コーヒー、紅茶、カフェオレ、オレンジジュース等飲み物（お菓子つき）各 300 円。 

 

 やっちゃんの入れるコーヒーはほっとする美味しさ。平屋でステキなお庭つき。 

ご主人手作りのウッドデッキでお茶を楽しみながら、やっちゃんとおしゃべりしたり、

森川さんに愚痴をこぼしたり、まったりとした時間を過ごせます。広いレンタルルーム

も併設され「滝川学区のたまり場として、地域の人に利用してもらいたい」と話してい

ます。 

 

【やっちゃん】 

 やっちゃんはダウン症で、てきぱきと動いたり、知らない人とのおしゃべりが得意で

はありません。でも、笑顔がとても素敵で、ゆっくりとした物腰が周りの人を癒してく

れます。 

 

 カフェはやっちゃんの高校生のときからの夢でした。喫茶店でコップ洗いをさせても

らったのが、興味を持ったきっかけです。高校卒業後、聖霊病院の看護助手として働き

ました。使用済みの肌着やタオルを回収したり、ゴミの分別をしたり。ワゴンに山積み

になった洗濯物で、小さな体は全く見えず、まるでワゴンが勝手に動いているような、

そんな姿が病院内で話題になりました。つらいこともありました。ドアの陰で顔をくし

ゃくしゃにして泣くやっちゃんを、同僚がそっと励ましました。 

 

 「10 年働いたらカフェをしようね」。森川さん親子の約束でした。「３年経ちました」

「５年経ちました」…。応援する同僚にそう話し、夢をかなえるために、困難を乗り越

えて仕事を続けました。もくもくと頑張るやっちゃんの周りには、しだいに応援する人

が集まり「やっちゃん応援団」ができました。 

 10 年経ち、11 年目の冬。自宅近くに、理想的な一軒家が見つかりました。 

 

 森川さんは定年まで、まだ１年ありました。しかし「上の子ども２人は大学に行った。

やっちゃんはすぐに働いたから、その分のお金を夢をかなえるために使おう」。 

３月末での退職を決断し、準備に取り掛かりました。 

 

 手先の器用な森川さんの夫が家の補修と内装を担当し、気持ちのいいウッドデッキが



出来上がりました。草が伸び放題だった庭も、見違えるほどきれいに生まれ変わりまし

た。コーヒー豆を扱う業者のご近所さんから、コーヒーの淹れ方の特訓を受けました。 

 

 メニューやチラシは、知人（イラストレーター）が手掛けたもので、心温まるやっち

ゃんのイラストが印象的。室内に飾られたセンスのいい絵画や色紙には、応援する方々

の思いが込められています。 

 

 ６月８日のオープン当日。「お客さんは来てくれるかな」。近所 70 軒にチラシを配り、

やっちゃんはドキドキしながら、その日を迎えました。店を開けると、お客さんがひっ

きりなしに訪れ、目の回るような忙しさ。聖霊病院の同僚やダウン症の会の親子、チラ

シを配った近所の人も半数以上、なんと 110 人余りが駆け付けてくれました。 

 

 私たちが訪問した平日、近くの園児７人が遊びに来ていました。２～3 歳の子どもた

ちが、植物の水やりや草取りなど“奉仕活動”をした後、庭の小池に泳ぐメダカを見た

り、シャボン玉をしたり。めいっぱい遊んでいきました。 

 森川さんは「高齢者も子どもも、どんな人でも気楽に来てもらえるような、そんな場

所になれば」と話しています。 

 

 現在、1 日のお客さんは 20 人前後。団体客が入るときは、やっちゃん応援団が駆け

つけ、手伝ってくれます。材料費や家賃などで採算はとれません。やっちゃんが 11 年

間働いて貯めたお金と、森川さんが用意した資金で５年くらい続けたいと思っています。 

 オープンして１週間。やっちゃんに感想をたずねると、少し鼻を赤らめ、目にうっす

らと涙が溜まり、感無量といった様子。11 年間の思いが詰まったカフェは始まったば

かりです。 

 素敵なカフェの写真 

 
 ガーデンカフェ【やっちゃんち】八事本町 31－４ 地図 

営業時間 ８時～16 時 

定休日  第１．３土曜日・日曜日 

レンタルルームのご利用はこちらまで 電話 052-832-8388 
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